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ては，それぞれフアイアウォール（以下，FWという）を設置している。
 ●大型コンピュータの運用端末，監視サーバ用の監視端末は，運用監視エリア
に設置され，運用部門の担当者が操作を行っている。

 ●顧客システムの中には，運用端末を運用監視エリアに設置するものもある。
 ● NWの中には，2階と3階など，フロア間をまたがって構築されているものが
あるが，フロア間配線の資源に余裕がなくなってきた。

 ●管理不十分な状態でNWが接続されてきたので，あるシステムのイーサネッ
トフレームのループ発生による障害が，他のシステムに影響を与えたことが
ある。

これらの問題を解決するために，運用部門のNW担当のD君が，DC内の共
通基盤としてのNW（以下，NW基盤という）を構築し，新たな顧客システム
を皮切りに順次適用していくことになった。D君が考えたNW基盤の構成案を
図1に示す。顧客システムは複数階に存在するが，図1では4階部分だけを抜
粋している。
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図１　NW基盤の構成案

NW基盤には，複数のNWが収容されるので，それぞれのNWは，独立した
環境を維持できるようにする方針である。特に，顧客システムがNW基盤を使
用する際には，顧客システム側でIPアドレスとVLAN IDなどの変更を行わな
いで済むように設計した。D君の構成案において，取り入れた主な技術要素は，
次のとおりである。




